
 
 
 

口頭発表 第２部 
  



業・生活支援 ンターを受 する 法人 行う、 

当法人での の り みについての  

 

 広 （社会 人 社会 事業  支援  就労支援担当） 
 

  は めに 

社会 人 社会 事業 （ 当 人

という。）では、 内において障害 に 化した

業 を行っている。 からは にお

ける障害者就業 生活支援 ン ー業 を受 しており、

関 機関と連携しながら、障害のある方の就労支援と企業

への雇用支援を行っている。企業への雇用支援に当たって

は、企業側から当 人ではどのように取り組んでいるかに

ついて かれる機会も くある。こうした から、 、

当 人でのこれまでの障害者雇用の取組について 理し、

り ることとした。 

 

  法人概要と の  

(1) 法人概要 

当 人は、 と連携を図りながら、広く

の 進に寄与することを目的として ４ に設立さ

れた社会 人である。 在は、 管理者として、

における障害 の 施設である 立障害

者支援 ン ー が （ が という。）

立けやき体 （ けやき体 とい

う。）の事業 を行っている。この か、障害者 支

援 ーステー ョンや 障害者就業 生活支援 ン

ーなどの事業の受 、 人自 事業である生活 事業

の などを行っている。 

 法人概要 

日 ４ 日 

本部  中  

（ 支援 ンター 内） 

 

 

 

 

 
※ ～

ービス の

場 は  

 
※ 

支援 ※      援  

             人 チーム 

生活 ※ 

ービス ※    ービス  

             生活 ービス  

けや 体  

 

職 数 職   ３ 名 

準職     名 

職   ４名 

職  名 

職  名 

（ ケア・ イ ルプ 業） 

※  5 41 （ 1 4 1 ） 

 

(2) 業 概要 

ア  支援 ンター  

が では、障害者の就労 として 就労援助 ン

ー 事業（ 支援 就労援助 ）、 人 の

として ン ー 事業 手話 者

事業（同 人 チーム ）、 支援

ン ー や 自立支援 会 の （生活 ）、

障害者の 事業障害者として、 支援 に づく

機 型事業 （自立 、就労 行支援、就労 続支

援 型、就労 着支援 生活 ） 、 支援の

観点から実施している 障害者一 事業（ サー

ス 就労サー ス 生活サー ス ） を行って

いる。 

イ  けや 体  

けやき体 では、体 や の これを活用

した障害者のスポー ク ー ョン活 支援のため

の ントを実施するとともに の

を活用して障害者への就労体験実習の場の提供などを行っ

ている。 

   

から、 立 知的障害者

生施設 の管理 受 を て、 、

からの要 に応える で、自 事業として生活 事業

を 設し、 として知的障害者を対 とした生

活 事業と ド プサー スを行っている。 

(3) の  

から、障害者雇用として が けやき体

にて非常 職 としてそれ れ１ 採用している。なお、

が 配 の職 については、 や自 体が実施する

チ ンジ雇用を参考として、当 人において

の雇用を してさま まな職 を 験した で、一 企業

への就職につなげていくことを目的とした雇用 としてい

る。 

障害者雇用の実施に当たり、どの部署で受入れを行うか

を する必要があった。 が においては組 も大き

く 部署の業 も 様であり、様々な業 が されたこ

とから、 配 として、 部署の職 からの業

を受 し、障害者雇用に対して きに えられる を

作っていった。 

からは、チ ンジ雇用として の一 企

業 での雇用を し、配 先を から、障害者就
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業 生活支援 ン ーを担う部署でもある 支援 就労

援助 とした。さらに、 が において 障害者１

の雇用を行うとともに、就労支援を担当する職 が が

で働く 分の業 の り しを行った。 部署から業

の を受け、ス ジ ー を組んで業 の をす

る として、 在に っている。 

 での での 概要 

  期間 （ 間） 

  

5  

23 4 1

2 3 31 

けや 体  

（ 日 30 15 30） 

  

1 

23 4 1

2 3 31 

→ 2 ～ 支援

援 （ 日9 00 16 00） 

  

2 

2 4 1

31 3 31 

支援 援  

（ 日9 00 16 00） 

  

2  

29 5 15

31 3 31 

けや 体  

（ 日10 30 14 30） 

３ の での 概要 

  期間  

  

3  

2 5 1  

 

支援 援  

（ 日9 30 16 30） 

  

2  

31 4 1  

 

けや 体  

（ 日10 00 15 00） 

  

2 

31 4 1  

 

支援 援  

（ 日9 00 16 00） 

 

３  に ける業 内  

が けやき体 それ れで行っている障害者

雇用における業 内容を に す。 

(1) 支援 ンター  

の 部署への ー 発 準

備 へのチラ ポス ー の と

ーの き しと  

就労援助 生活 機関 や事業参加 チラ

（ グラ ） 入 発 業 ントの受

（ 話対応） 

人 チーム ン ート入 参加者 スト作

会場設 （ グラ ）  

就労サー ス 用者業 助（ 用者

準備 連 の準備 ス ンプ し 準

備） 社  

生活サー ス い ット （

す 取 ） 用者受入準備 いす用 おもち  

体 社用 （ め ） 施設 の

ー 入 （ 目）作 入支 仕分

け 作 （テプラ入 ） 

(2) けや 体  

受 対応 ー 入 行入

配 受取 体 準備 づけ 対応 

これら業 について、 まった に行う業

まった に行う業 まった に行う業

不 で行う業 に分かれており、障害 （ 不

）を考慮の で、職 に業 の を行っている。な

お、これら業 は、 在取組んでいるものもあれば、組

体制の によって 在は行っていないものも め げ

ている。また、 は障害者雇用に関する当 人として、

業 の り しをして取り組んできたものの りである

ため、就労者 々の障害 や業 に対しての 体的な内

容（ ）についてはこの 面では していない。 

 

４  考 今後の  

当 人の でも が については、職 数 から

障害者雇用を行う では、業 の り しを行いつつ、部

署 で をしながら業 を するにあたって、ち う

どよい であることも、この取組ス が 在も 続

している理 と考える。ただ、実情としては 不 で

行う業 がまだまだ いことから、 や、 に

よっては する業 はあるかどうかを 部署に いて

ることもまれにある。いかに 行うことができる業 を

職場の で し、さらにそれを組み わ るかが 要で

あると考える。こうした業 について、就労支援を担う職

が担当となって考えて することは、障害者就業 生

活支援 ン ーや就労援助 ン ー業 を行う でもス

ップにもなり、非常に なものとなっていると わ

れる。 

後、当 人では、事業 の で 社 としての雇

用 も することとしている。そのためには、障害者の

就労を支援する機関として、 の とともに、さ

らなる職 の 発と先を えた業 の り しを進めて

いく必要がある。 

 

５  りに 

人設立から が 過し、社会情 や 制 も

大きく 化している。これからも の ート

ーとして、また、社会 人として められる役 を

分に認 し、当 人の 理 である 人にやさしい 

そして す ての人 とのための 社会づくり を目 し

ていく。そして、 に できる事業 として、 なる

事業 とともに、部署 の連携を に行うことで たな

障害者雇用へとつなげていきたい。 

 

【連絡先】 

 広  

社会 人 社会 事業  
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い に関する 業でのリ ビリテ ション 
 

   （ ロンテ 会社 部 ） 

 （ ロンテ 会社 ンク 就職支援 ン ー） 

 

 は めに 

当事業 の 要につきましては配 をご いただき

たい。 には ロンテ 会社 は ー

ー ージ ン 会社 （ 体 という。）が設

立した 会社である。設立は と は いが、

障がい者の雇用促進を目的とし、 体の 理 である

雇用 を 理 とし、 障がい者の雇用 と

業と の を目 して 設したものである。  

 

 ロンテ ア の目 す と  

 一 的な 会社と い ロンテ とし

ての障がい者雇用での事業 に関し、 の観点から事

業内容を した。 

 障がい者の雇用に 化できるか  

人的作業が く雇用人 が必要な業  

 それ れの障がいがあっても る仕事があるか 

障がい者の 々の を生かすことが る業  

 障がいがあっても仕事として り立つか 

   障がいの に関わらず、 心に めに のが

実的な仕事の在り方であるが、 障がい者 の

仕事 が く、障がい者自身がそれを望んでいる部

分と自分が に会社 社会に必要とされ して

いるかを望んでいる部分とがある。 

のことを まえて、 障害者の雇用があまり進ん

でいない の 、障がい者の ハ テー ョンの一環

（自 に接すること）を 、労働者 後 者不 である

業に着目した。 

当 より 障がい者による障がい者の と 立採

を ットーに、 業生産 での ブランド 強化 によ

る り げの を目 し、 を に一人でも

くの障がい者が自信と りを持って就労できるように取

り組んできた。 

には障がい者自らが 者になり、 自分の 与は自

分で の を実 し、企業として自立した

を目 してきた。加えて 会社として それ れの

な分 に 化する、 就労 行支援 業 も 業を行う、

の 点を し、障がい者の就労と自立を支援してきた。  

ここではこの 関 にも れながら、障がい者の自立

に けた取組みを し、 面している を げる。 

 

に 会社は 障がい者雇用 への が着目さ

れがちであるが、 人である 企業 として

が められる。障がい者を く雇用するだけでなく事業と

して を確 し、 な の確 をすることが、

障がい者の雇用促進、安 につながると考えてきた。 

そのためには 場で 価される の い 産 を作る

ことができるかが 要となる。障がい者がどれだけ 常の

準とそれに う作業を理 し、 場の要 に応えら

れるか。障がい者 人の に った業 を り すこと

が関わってくる。 

体的には、 

 障がい者自身が安 して会社への を感じる 

障害の と に わ た、 人ごとの作業の

準化 による 人の としての 感

を する。 

 の 確化 

業生産 は 業者（取 先）により が な

る。取 先の を って するため、障害

により の が発生しない とチームによる

の確認作業の実施による の 。 

 実 の と により信 を確立する 

業生産 は、 その の要 により 々生産

ともに なってしまうことがあるが、取

先への や は できないため、 業生産

でありながら 的な 生産 供 をしてい

かなくては信 を ち ない。 

 信 により受 を 続し、可 な限り に受 する 

業生産 であっても取 先の要望に える づ

くりをすることで受 の安 化による な事業体

を するよう取り組んできた。 

 

障がい者 常者の を えて 同して を す

る事で 人の を図り、 の目 にチ ンジする心と

自立の の を図ってきた。 常の 業者と すれ

ば、 験と知 の さ、 々の 業に わる には

があるが、当社の している 業事業の 囲内で の

、 の要望に応えることを 一と考えてきた。 

大 いちご 部 においては、 １ より

産 の 連携の の 点施設として、障がい者の

業 生の受け入れと 常者の 業 生の受け入れを

に実施している。 
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その で、当社は 障害者 支援 障害者就労 行

事業 障害者 着支援事業 を行う ンク 就職支

援 ン ー を している関 から、 から 社

の障がい者の 業実習と、企業内で 面での理 から

業していた者の職場 の ワークの施設として受け入

れも実施してきた。 

 

３ い ご 部 に ける 業実習の概要 

 大 いちご 部 は、 を した いちご の生

産をしている施設である。 作面 からなる

施設となっており、 は おとめ 、 は おとめ

と とちおとめ の をしている。 

在、 常者 身体障害者１ 知的障害者１

障害者４ を 生として受け入れ、 業実習を実施

している。 は 常１ の 場実習を として

行っている。 に、 障害者に関しては の方

であり、また知的障害の者も自 気 であり、きめ か

い支援が必要な にある。 

 

４ い ご 部 に けるリワークと 業実習の

 

 実習における 目 は の 目となっている。 

 業 験を して社会とのかかわりの実  

 いちご の 作 の知 と実  

 的に 業で自立ができる人 の  

 に 的な安 のための自己管理の体験 

 においては、 機関も め、施設への 用者が 

あり、報 機関の取 に対応することに

より、施設内にありながら社会とのつながりも体験でき、

また 産 ということもあり 者とのかかわりも

持て、 の方との でのかかわりを持つことによ

り対人関 の ができる。 

 業は 様な仕事の組み わ で り立っており 

常では、障がい者の雇用という観点からするとその方

の障がい者 により仕事を り ることがよいとされ

ているが、当社としては、 の観点も めて 作業を

験して実 できるプログラムとしている。 

 を めて、人 の として事業として 業に 

かかわることのできる人 を としている。 

 に、 的な障がいを えている方が い で 

の ワークのプログラムとして、 業 験を して

の安 を図ることを 提としている。 

 

５ デ ンクル 職支援 ンター（ ）の  

就労し を す には 障がい者 に関する 的知

に づく支援が不可 である。 大 いちご 部 で

は障がい者が 業実習に するための ローに取り組

んできた。 

体的には、 

 就労可 な人 の確  

 職業人としての  

 業 外での生きがいの提供 

 会社の社 も めた、 生管理 

 サー スの一環である 支援 と職

場 価との による  

 体が する ントへの参加 により、社会

との関わり いの場を提供。 に、 の ース

では 的な部分の ロー。 

 

 い ご 部 に けるリワークと 業実習と

の実  

 大 いちご 部 における 業実習における実

の はまちまちであるが、 の作業において に

い 者がつかない での作業ができる にある。 

 業における ワークについては、 に れることの

と自 の で仕事をする はあるが、 業においては

１つ１つの作業が を することもあり 感の強い

方が い 障害の者にとっては、 になること

もあるので、 に 要な仕事も め一人で を負うの

でなくチームでこなすことの 要 コ ー ョン、

は終わった仕事の再確認を の者がすることにより

的 ートを少なくしている。ただ実社会では、仕事を一

人でこなすことも くなり、そのスト スをなくすための

の 用の一部としてバー ー の行事も用 する

とともに、 るだけ にコ ー ョンをとれ

るような をしている。 

 

 と とめ 

このような取り組みの である の が た一方、

後の を するためにも 障がい者雇用の促進 と

いう 会社の に加え、 体での 的に ち ん

でしまった 業 の ハ 、 の会社の方の ハ の

場として 用していただくことによる社会 と会社自体

の ップを図ることが 要であると考えている。 

 

【連絡先】 

   

 ロンテ 会社 部 
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支援に ける本人とチームの エン ワー ン  

 
 （就労 行支援事業 ホワ トストーン 就労支援 ） 

 

 は めに 

、支援 場において支援対 者の の は、

も 要視されるものであり、その の 支援の在り

方も われている。 人の を って支援者が と わ

れる選 を促すことは、その一 の を かもしれな

いが、 人の ス ン ワー ントになりか ないもの

でもあり、 々の支援の で 々支援者も常に考え続ける

大きなテー の一つである。 

、障がいなどの理 から希望職 を めかけていた

さんの事 から 支援や ン ワー ントによる

チームと 人の 化について考 し報 する。 

なお、 報 に際し、 人が できないように配慮し

た とし、 人にも発 の を ている。 

 

 業 さ の 本  

(1) 行支援 業 コン ステラ 

に 設 し （    

）に づいた就労支援を している。 

は、 （  ）と と支援 の常

体制で、就労支援を行う （  

）と医 や生活部分に 化した や を行

う （  ）で役 分担した。 のス ッ

ーテ ングには１ をかけ 用者の情報 目的を

に し支援の の や 交 、 も活発に

行った。一方でス ッ の 数は、対人援助業 験が

であり、知 、 験不 から の の さが め

ない でもあった。 

また は 報 外にも、 人の が われ

るような事 も つか こり、ス ッ がその 要 を

めて すことも かった。 

(2) さ  

、 機 障害、軽 知的障害。生活 は

障害 と からの援助で一人 らし。当事業 へは

支援の により から 用 した。 

それまでは で の を取 してから

在 などで、 職を数社 験。障害 後の 職で

は 機関の支援によりスー ーのバック ードに 事。事

業 内ではその な から の ンバーと するこ

ともしばしばある。 

 

 

 

３ 支援の  

(1) 当  

用 当 の さんは、 手の を考えずに一方的

なコ ー ョンを し、 の ンバーを に

に い される も られた。ス ッ から事業

は就職活 する場 であり ところではないことを え

ると、不機 になり もう ない と ってしまうも、

を いて 話で を促すと にはまた 事もなく

気に るということが か続いた。そのように とも

る に皆が するという だった。 

すこしずつ関 もでき めたころ、 さんに の希望

を ると （ と ペット）を持ちたい と話し、

その生活の のために働き をしたいと った。その

一方で 自分はどう 、ずっと り身で 者になったら

グ ープホームへ行くことになると うからそのために

をしなければいけない。それが 実だから とも話して

いた。その めと を は の ーテ ングでも

され、ス ッ 皆でより関わりを持って支援すること

を めて確認することとなった。 

(2) 職活  

用 もない にやりたい仕事を ると なんでもい

い と自 的に話し、たまたま にあった 人 の一

のものを、内容確認もしないまま じ あこれで と

持ってきていた。 職も自 的になったことからの同 と

のトラブ により 職しており、自らの人生に め、人

関 もうまくいかない様 が われた。事業 内でも、

の ンバーから 立しがちであったが、ス ッ で関

わりを持つうちに 職 には 用者をよく わ ていた

と で話すようになり、 やはり がしたい という

発 が かれるようになった。ス ッ は障害などの

もあったが、その を した支援をすることにした。 

(3) 職 

いが り の仕事を し めると、自ら 遣会社に

しす に 人ホームに就職が まった。 遣会社と

た 、 遣 の理 から職場 は られたが、

習や 同行など る限りの支援を 続した。そ

の準備や仕事の で、 さんより生い立ちや ててくれた

に対する いから 職に就こうと めたことや

自体への強い いが られ、その のある や 情の

には、 立や障害 によりうまくいかなかったこと

と、 人との繋がり を 望していることも われた。 

遣の仕事は と で終 したが、その後も 職を
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目 した就職活 を行い、数か 後にジョブコーチの

きでグ ープホームの 職 の仕事が まった。 

しかし 人の一生 さは一方 行になりがちで、

に られている業 と さんの いとの から、同

との不 が こり、 人の行き過ぎた に対し、ス ッ

が一 に 誰の に の に働くか を考えるも、

ることと、やりたいことの業 が一 ず か で 職した。 

この は、仕事や人 関 において、社会 認めら

れない行 について、支援者から しい をすることも

あったが、 職後はこれまでの 験も参考にしながら、再

職を目 して事業 用を再 している。 

(4) の 支援の中での 記：記  

機 障害による 障害が に られ、

路を えられなかったが、職 が目 になる を に

めた 図を作 した。それに って まで

習を に行い の 着に努めた。 

また、自 内で の いた場 が分からなくなり、

職 が自 し一 に すこともあった。その際に

は の に き れたと われる が いてある

もみられていた。 

 

４ 考  

(1) 支援とエン ワー ン  
１）は 社会 や ー ワークにおける支援

として、バ ステ ックの の 心に する 人

の自己 の がある。（ ） 人の自己 の

とは、支援の実際においては ン ワー ント支

援の でなければならない と ている。また ン

ワー ントを 自分らしく 人 らしく に生きる価

値と を めること と する と ている。 

報 の で さんは 再 職に就く という自己

をしている。それまでは障害を めた から希望職

を めていた には 人の選 のもとスー ーの

バック ード業 があてがわれていた。どちらも

であるが、この いには さん自身の在り方にとって、

に や い きの選 ではなく、過 から までの

ンテ テ を とした選 であったことが われる。

支援の においても、 の に対する いや めと

立感を受け め、ス ッ 内で する支援がなされ、そ

して の希望を にした 人の自己 を してい

た。その選 を後 ししたものとして、支援において

ン ワー ント支援の のような 支援があっ

たのではないかと考えられた。 

また、このような 支援が、 人による 的な

コ ー ョンや、同行支援、就職活 を じて、

なる信 に繋がり 的な互いのコ ー ョンや、

様々な機関の同行や就職活 を じて、さらなる信 へと

繋がり、 さんがス ッ を自身の自立の の大 な

として活用していたように われた。またス ッ との

的な 互 ン ワー ントにも繋がっているのではない

かと考えられた。 

(2) スタッ チームと本人の  

さんの支援の で、ス ッ は 担当に関わらず、

連携して支援していた。これは事業 の で さんのみの

のことではなかったが、この支援を りに の支援

にもより活かされていった。チームにおいては ーテ

ングの強化により、活発な ト ーチ、 々の と

立て、 互連携が 実し、支援の をチームで持つ

が強くなって行った。その 、ス ッ 人の は

くなくとも、チームとしては 々の強みを生かしたまとま

りあるものになったと考える。 

さんにおいても 立しがちで めが先行していた当

から、ス ッ が希望 望を後 しし、 には し

く 実と き うための支援をすることで再 職の

を選 ことにつながったのではないかと考える。 

 ここでも 互 ン ワー ント が働き、支援チーム

は を め、 さんらしく 社会で生きる価値と を め

るという 化に繋がったのではないかと考 する。 

 

５ とめ 

報 では、 さんの希望を大 にし、 支援と

目的の を して、 人とチームが互いに ン ワー

ントされていた。これは、チームの目的はクラ ントの

自己実 であり、 ッ ーら ）が ている チームの

役 はクラ ントが希望を持てるようにすること とも

していた。 

また 当たり のことではあるが、 互 ン ワー

ントのためには、社会 認められない行 には しく

も に対応する必要 を 機会ともなった。そして

在の さんは 働くために、誰の に の に働く

かをス ッ と している。それは の望 人との

繋がり の の 参加と役 の支援と考える。 

 

【 考 】 

 一 から ン ワー ントへ 人を支援することは

を支援すること 、 、

（ ） 

 ラ ッ ー （大   ） ワー ングラ

 、  

 

【連絡先】 

  

就労 行支援事業 ホワ トストーン 
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して働ける くり のアプローチ 
 

 希望（あお ら 行 人事部人事グ ープ 役 企業在籍型職場適応援助者） 

 

  く に向け り みについて 

の発 では、障害をお持ちの方が く安 して働

き続けるため 、より一 み んだ連携体制の就労支援

ができないかと考え、その取り組みについてご さ て

いただいた。 在も 障害者職業 ン ーや就労 行支

援事業 、医 機関 で、当事者の方に安心して就業いた

だくことを目的として就労準備や心 え、就職活 に け

た面接対 といった企業による情報提供プログラムを連携

の 、実施し続けている。 

 

 

図  プログラム 

 

 当行内での り みについて 

広く社会 体にも目を けた取り組みを進める で、当

行内でもさらに障害をお持ちの方がご活躍いただく機会を

広げる く、 行して行内での環境 備も進めていった。 

その で受け入れる職場、障害をお持ちの方 方に対す

るサポート体制の 実を図ることが 要だと考えた。

は職場内での理 や支援体制、そして障害をお持ちの方に

は安心して働いていただくための職場実習プログラムの準

備といった ト面での環境 備の取り組みについて

する。 

(1)  

まずは受け入れる職場の方にも障害をお持ちの方同様、

安心して いただけるよう、 に身近で接する方や管理

者に けて情報提供を行った。 に 障害をお持ちの方

の受け入れを し、 障害とはどのような である

のか、 く安 して働いていただくためにはどのように接

したら いのか、 わからない ことへの不安を取り く

よう心掛けた。 互理 が進まず、お互いが い に

い まれるようなことが発生しないためにも、 常のコ

ー ョンが よりも大 だと考え、あいさつや

掛けにはじまり、仕事の や ードバックといった接

し方のポ ントをまとめ、情報提供した（図 ）。 

 

 

図  し方の イン  

 

情報提供していく過 では、 障害をお持ちの方に

限ったものではなく、 えば ン ス不 を える

方や 人など仕事に れない方を 、働くす ての人々

に じるものがあると気づかされた。 

その で に管理者は様々な にある 業 に対し

て気を配ることが められるため、産業医や企業在籍型職

場適応援助者（ジョブコーチ）と連携しながら対応してい

くよう ッ ージとして えた（図 ）。 

 

 

図３ に向けて 
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(2) 支援体制 

障害をお持ちの方を複数受け入れる部署に対しては支援

体制を可視化した。これは管理者と同じく、受け入れ側も

気遣い過ぎて、サポートが負担に感じたり、疲弊してし

まったりしないよう、皆で支えていくことを知っていただ

くための一助として取り纏めたものである。着目するとこ

ろとしては、産業医や企業在籍型職場適応援助者（ジョブ

コーチ）など行内だけでなく、支援機関といった外部の機

関とも連携し、障害をお持ちの当事者のみならず、受け入

れ側にも支援がある点である（図４）。 

また、採用段階から関わっている者が、そのまま就職後

のサポートまで一貫して行うことは、必要な配慮の提供を

滞りなく実施することができるため、障害をお持ちの当事

者の安心感に繋がる。 

 

図４ 支援体制 

 

(3) 職場実習プログラム 

障害をお持ちの方にとって、就職（転職）は人生の大き

な岐路であるものの、就職先の情報を知る手掛かりは企業

のホームページや面接官の話といった非常に限られたもの

である。そこで当行への就職を希望する方に対して、当行

が選考するための実習ではなく、障害をお持ちの方が安心

して働くことができるためのステップとして、職場実習の

機会を設けた。 

プログラムの内容は、働く環境や仕事内容をより知って

いただくため、できる限り実作業に近いものを準備した。

またその場限りの職場体験で終わってしまうことがないよ

う、参加された方のその後の人生にも少しでも役立つよう

なプログラムとして、ご自身の強みや働く目的に関する自

己分析のワークも取り入れている。作業のみワークのみに

偏らず、交互にバランスよく参加いただくことで、職場の

雰囲気を知り、ご自身の持つ価値観を再確認し、就職に関

する不安が軽減されることに繋がると考えている。 

 

図５ 実習スケジュール 

 

３ 今後に向けて 

 連携体制の就労支援の１つとして、企業による情報提供

プログラムを広く実施し続けるとともに、当行内でも障害

をお持ちの方がご活躍いただく機会を広げられるよう、

様々な側面から取り組んでいく。こうした当行内での取り

組みを発信することで、少しでも障害者雇用の促進に寄与

できれば幸いである。 

 障害をお持ちの方を受け入れる際に、まず採用すること

だけに焦点を当ててしまったり、受け入れられる環境であ

るかハード面での職場環境だけを考えてしまったりしがち

である。受け入れる職場も、障害をお持ちの当事者も、そ

して広い社会で誰もが働きやすい職場環境づくりにこれか

らも努めていきたい。 

 

【連絡先】 

星 希望 

あおぞら銀行 人事部 人事グループ 

Tel：050-3199-9347 

E-mail：n.hoshi@aozorabank.co.jp 

午　前 午　後

実
習

5
日
目

9：00 ～ 16：00 　5日間

≪実習スケジュール≫

実
習

1
日
目

昼
　
食

昼
　
食

昼
　
食

昼
　
食

実
習

2
日
目

実
習

3
日
目

実
習

4
日
目

朝礼/実習の感想共有

【実習作業】
※ペアワークでダブルチェックする
　・受領印を押す
　・重さをはかって仕分ける/集計
　・部署ごとに分類/集計
　・データ入力をする
　→ローテーション

郵便物の種類など概要説明

【実習作業】
　・三つ折りにする
　・封筒に詰める
　・宛名を書く
　→ローテーション

本日の振り返り（日誌の記入）

【オリエンテーション】
当行説明、実習期間中のルール
行内見学ツアー

自己紹介
アイスブレイク
　・職業と自分について考える
　・面白い形のクリップを仕分けてみよう
　→グループワーク

朝礼/アイスブレイク

【実習作業】
　・3つ折りにする
　・宛名を書く
　・封筒に詰める
　・データ入力をする
　→ローテーション

朝礼/リラクゼーション

【ワーク】
　・職業準備性のチェック
　・ビジネスマナーのチェック
　・働く目的の自己分析
　→グループワーク

【実習作業】
※ペアワークでダブルチェックする
　・重さをはかって仕分ける/集計
　・部署ごとに分類/集計
　・データ入力をする
　→ローテーション

本日の振り返り（日誌の記入）

朝礼/アイスブレイク

【実習作業】
※ペアワークでダブルチェックする
　・重さをはかって仕分ける/集計
　・部署ごとに分類/集計
　・データ入力をする
　→ローテーション

【ワーク】
　・人生の価値観に関する自己分析
　・自身の良い個性を把握し、
　　足りていない部分を再認識する
　→グループワーク

本日の振り返り（日誌の記入）

【実習作業】
※通数や種類を増やしての作業
　ペアワークでダブルチェックする
　・全ての通数を確認
　・受領印を押す
　・重さをはかって仕分ける/集計
　・部署ごとに分類/集計
　→ローテーション

本日の振り返り（日誌の記入）

【ワーク】
　・自身の強みの自己分析
　・自身の個性を活かしての
　　周囲とのコミュケーション方法
　→グループワーク

本日の振り返り（日誌の記入）

昼
　
食
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